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第
二
・
巻
　
　
研
　
究
　
　
瓜
畦
の
氣
候
ご
住
民
の
生
活

第
二
號

二
〇
　
　
（
二
〇
六
）

爪
畦
の
氣
…
候
ご
住
民
の
生
活

文
學
士

　
奇
曲
が
住
民
の
生
活
に
與
ふ
る
影
響
の
大
な
る
こ
ご
は

古
く
既
に
希
…
臓
の
ヒ
ポ
ク
ラ
・
グ
ス
の
唱
へ
π
所
で
あ
る
が

最
近
米
國
エ
ー
ル
大
壷
の
ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
氏
も
本
誌
前

々
號
に
原
博
士
の
紹
介
せ
ら
れ
し
如
く
、
㎜
，
文
朋
ご
氣
候
」

な
る
新
著
を
公
に
し
て
再
び
此
問
題
を
提
起
し
、
其
の
序

文
の
胃
頭
に
、
此
書
こ
そ
新
地
理
學
の
産
物
な
れ
ε
言
っ

て
居
る
。
最
も
古
き
此
の
問
題
が
、
最
も
新
し
き
地
理
學

の
研
究
題
目
ざ
な
つ
π
の
を
見
て
も
如
何
に
之
が
地
理
學

殊
に
人
交
地
理
學
上
重
要
で
あ
る
か
“
判
る
。
予
は
去
弓

偏
月
間
南
洋
に
遊
び
梢
久
し
く
爪
畦
に
滝
差
せ
し
，
か
ば
、

此
…
問
題
に
就
て
柳
か
注
意
す
る
所
が
あ
っ
だ
。
左
に
記
す

の
は
其
の
槻
察
の
一
端
で
あ
る
。

　
爪
畦
は
南
緯
約
六
度
よ
り
同
八
度
の
間
に
位
す
る
東
西

石

橋

五

郡

に
長
き
膏
薬
で
あ
る
か
ら
、
其
の
氣
候
の
熱
帯
的
な
る
こ

ご
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
熟
帯
中
に
於
て
も
爪
畦
は
其
の
最

も
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
Q
即
ち
バ
タ
ピ
ァ
に
於
て
暑
期

（
七
月
乃
至
十
月
）
の
至
心
温
度
は
華
氏
七
十
九
度
、
五
な

る
に
、
冷
氣
（
噌
月
及
び
二
月
掛
の
夫
は
七
十
七
度
四
に
し

て
其
差
僅
か
に
二
度
に
過
ぎ
ぬ
。
年
中
に
経
て
斯
く
温
度

の
差
少
な
き
に
、
一
日
中
に
於
て
も
室
内
に
て
は
、
日
中

夜
端
端
り
著
し
い
墾
化
が
な
い
。
急
冷
は
眞
の
意
味
に
於

け
る
常
夏
の
國
で
あ
る
。
加
ふ
る
灘
素
謡
だ
多
（
、
島
の

大
部
分
は
三
千
乃
至
四
千
粍
の
雨
量
を
有
し
、
最
大
爾
量

の
地
は
七
千
．
粍
に
達
す
る
乾
燥
期
ご
雨
期
こ
の
別
あ
れ
ざ

も
、
亜
熟
帯
の
夫
の
如
く
顯
著
で
な
く
、
予
は
乾
燥
器
に

密
行
せ
し
も
、
屡
な
豪
雨
に
出
遇
つ
π
Q
又
島
は
貿
易
風

■



、

帯
に
あ
れ
ば
、
風
は
頗
る
微
弱
に
し
て
、
暴
風
の
襲
來
は

殆
ん
ざ
絶
無
で
あ
る
。
尤
も
此
の
氣
候
的
關
係
は
爪
畦
の

如
ぎ
山
岳
に
富
む
國
に
在
り
て
は
、
土
地
の
高
低
に
よ
り

幾
分
の
踵
化
あ
る
こ
ご
は
免
れ
ぬ
。
然
し
爪
畦
島
の
面
積

七
捌
二
分
は
六
百
五
十
米
以
下
の
低
地
に
て
、
大
雪
上
述

の
氣
候
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
特
種
の
氣

候
は
爪
睦
の
住
民
の
上
に
亦
特
糧
の
影
響
を
與
へ
て
居
る

こ
ざ
は
言
ふ
迄
も
な
き
こ
ご
に
し
て
、
下
書
が
下
下
的
に

大
鷺
展
を
な
し
た
る
は
、
一
は
之
を
支
配
す
る
和
蘭
人
の

努
力
の
賜
で
あ
る
ご
は
云
へ
、
言
言
抵
は
此
の
氣
候
的
關

係
に
あ
り
ご
云
ふ
を
揮
か
ら
な
い
。

　
現
今
の
爪
畦
の
佳
民
は
土
入
、
白
人
、
支
那
人
、
ア
ラ

ビ
ヤ
入
等
が
重
な
る
者
で
あ
っ
て
、
千
九
百
五
年
の
セ
ン

サ
ス
に
嬢
れ
ば
、
其
総
数
（
爪
畦
の
外
マ
ヅ
ラ
島
を
加
ふ
）

約
三
千
萬
人
で
あ
る
。
中
土
人
は
二
千
九
百
七
十
二
に
し

て
、
筆
入
は
六
萬
五
千
、
支
那
人
は
二
十
九
萬
五
千
で
あ

　
　
　
第
ご
巻
　
研
究
　
瓜
畦
の
氣
候
ミ
住
民
り
庄
活

る
。
以
下
述
ぶ
る
住
民
の
生
活
な
る
も
の
は
、
主
に
土
人

ご
之
を
支
配
す
る
優
人
の
生
活
に
就
て
や
あ
る
。

　
先
づ
種
族
的
生
活
に
於
け
る
氣
候
の
影
響
を
考
ふ
る
に

現
住
の
爪
畦
の
土
人
は
三
大
種
族
に
分
π
れ
る
〇
一
は
爪

畦
李
地
の
大
部
分
に
住
む
爪
畦
人
（
舞
く
ρ
器
ω
o
）
で
あ
っ
て

二
は
西
部
の
山
上
に
住
む
ス
ン
ダ
人
（
Q
Q
ζ
昌
α
9
⇔
ゆ
ω
①
）
、
三

は
マ
。
ツ
ラ
塵
淘
蒼
黒
小
部
爪
畦
に
仕
比
む
マ
。
ツ
ラ
人
（
H
≦
島
山
C
「
Φ
ω
O
）

で
あ
る
。
此
等
三
者
は
元
同
一
の
落
馬
種
よ
り
出
で
π
る

も
の
徐
れ
ご
、
其
住
地
の
特
色
に
よ
り
多
少
其
種
族
的
特

色
を
異
に
す
る
に
至
つ
だ
。
其
申
著
し
き
も
の
は
ス
ン
ダ
．

入
が
爪
畦
人
に
比
し
て
、
身
長
高
く
強
健
に
し
て
活
氣
を

有
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
惟
ふ
に
ス
ン
ダ
人
は
氣
候
比
較
的

清
冷
な
る
ブ
レ
ア
ン
ゲ
ル
地
方
に
住
む
を
以
て
、
海
岸
李

地
の
住
民
に
比
し
、
此
の
如
き
差
を
生
じ
だ
る
に
は
非
ざ

る
か
。
等
等
温
帯
地
方
に
て
は
食
物
等
の
關
係
上
、
海
岸

地
方
の
住
民
は
山
岳
地
方
の
住
民
に
比
し
て
身
長
躰
格
大

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
一
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
　
第
二
　
巻
　
　
　
研
　

究
　
　
　
瓜
瞳
の
μ
氣
候
ε
節
忙
民
の
生
濡

な
る
を
普
通
、
・
」
す
る
に
、
熟
帯
地
方
に
て
ば
圭
こ
し
て
氣

候
的
關
係
に
よ
り
て
、
此
の
如
き
結
果
こ
な
り
し
ご
信
ず

る
。

　
次
に
臼
人
が
氣
候
か
ら
受
け
た
種
族
的
影
響
ご
見
る
べ

き
も
の
は
、
爪
畦
に
蘭
人
の
ハ
ー
フ
カ
ス
ト
（
二
巴
h
8
ω
け
）

の
増
加
で
あ
る
。
氣
候
の
暑
き
地
方
に
て
は
情
慾
の
念
熾

こ
な
る
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
爪
暁
の
一
難
人
は
土
入
を

噛
賎
し
み
其
語
を
學
ぶ
さ
へ
避
く
る
に
、
土
人
の
婦
人
に
劇

し
て
は
寛
大
で
あ
っ
て
、
之
ご
撰
す
る
者
勘
な
く
な
い
○

最
近
英
人
キ
ァ
ン
ベ
川
の
著
し
誤
る
爪
畦
ご
題
せ
る
書
（

U
’
罫
6
器
一
σ
。
一
一
一
こ
鍵
9
第
二
憲
一
〇
三
四
一
四
七
頁
）

に
は
、
第
十
九
世
紀
の
前
回
蘭
人
の
爪
畦
第
二
統
治
の
初

驕
ハ
（
一
八
一
⊥
ハ
血
↓
乃
至
一
八
四
六
・
年
）
、
バ
タ
ビ
ァ
に
於
け

る
自
人
の
出
生
児
の
統
計
を
掲
げ
て
居
る
。
即
ち
左
の
如

し
。西

　
絶
瀟
輪
聖
舶
銚
獺
）
簸
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認
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備
考
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日
八
間
の
嫡
出
見
一
　
〇
一
六
、
F
無
し
混
血
児
に
下
段
二
の
和

な
る
約
殴
二
三
な
る
赦
共
艶
拭
大
凡
二
。
五
建
｝
な
り
。

餌
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一
八
三
七
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八
三
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八
三
九
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八
四
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四
一

一
八
四
二
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八
四
三

一
入
四
四

思
入
閲
の
…
白
人
（
父
）
土
尺
（
女
」
聞
の
駄
生

嫡
　
己
児
（
認
知
ゼ
ら
れ
六
る
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

出
参
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二
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四
二
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釦

三
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純
私
生
見
（
大
部
分

混
血
兇
な
ら
ん
）

　
　
　
五

　
　
　
三

　
　
　
七
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五



一
八
四
五

一
八
四
六

右
合
計

一
四
二

一
〇
九

一
二
五
五

五
六

五
五

五
六
六

五

一九七

　
「
備
考
し
白
人
間
の
嫡
出
兄
一
、
二
五
五
に
嘱
し
混
血
児
に
下
段
二
の
和

　
な
る
砧
潤
山
畠
一
七
な
ろ
h
故
且
ハ
比
樗
い
大
n
凡
二
ε
一
な
沼
リ
O

右
に
擦
る
ご
、
當
時
純
白
人
聞
の
生
子
二
人
若
ぐ
は
二
入

学
に
封
し
白
人
ε
土
人
ご
の
混
血
兇
即
ち
ハ
ー
フ
カ
ス
ト

は
一
人
の
罰
に
て
生
れ
た
事
實
が
知
れ
る
。
而
し
て
此
の

ハ
ー
フ
カ
ス
ト
は
、
莫
當
時
か
ら
既
に
疵
會
上
非
常
の
無

害
を
受
け
犯
に
も
拘
ら
す
、
か
く
多
数
の
出
生
を
見
る
は

恐
く
は
爪
暖
の
氣
候
が
聖
人
の
僑
慾
を
刺
激
し
た
爲
め
に

は
非
ざ
る
か
。
　
ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
民
は
上
蓮
の
書
中
（
四

六
一
四
七
頁
）
に
総
て
、
自
人
が
熱
囎
地
方
に
在
り
て
孚

裸
躰
の
婦
人
を
見
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
肉
域
を
挑
腰
し
、

之
れ
が
爾
め
堕
思
す
る
類
例
を
羅
げ
て
居
る
Q
尤
も
此
の

猛
撃
は
勝
り
潮
入
の
み
な
ら
す
筆
入
に
於
て
も
嗣
様
℃
あ

っ
て
、
爪
睦
の
土
人
が
一
八
一
五
年
に
僅
か
四
百
五
十
九

第
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
瓜
畦
の
熱
撲
ぜ
住
災
の
生
清

萬
人
で
あ
っ
把
の
に
（
キ
ヤ
ソ
ベ
川
第
二
憲
一
〇
ム
ハ
○
頁
）

一
九
〇
五
年
に
は
約
三
千
萬
入
に
増
加
し
π
の
は
、
和
蘭

の
植
民
政
策
の
良
好
な
り
し
結
果
ご
は
云
へ
、
一
は
此
の

氣
候
的
關
係
に
基
く
士
人
の
増
殖
力
の
張
大
な
る
爲
め
で

あ
ら
う
Q

　
何
れ
に
し
て
も
幕
営
に
て
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
ハ
ー

フ
カ
ス
ト
逐
年
壇
憂
し
、
現
今
バ
タ
ビ
ア
に
て
は
彼
等
は

白
人
ご
離
れ
て
一
匠
劃
内
に
住
し
湿
白
人
に
拮
抗
し
白
人

は
叉
之
を
冷
過
し
、
爾
寸
間
の
反
爲
は
爪
畦
に
於
け
る
重

要
な
る
最
會
問
題
の
一
で
あ
る
。

　
爾
ほ
此
他
人
馬
動
態
上
氣
候
の
影
響
、
こ
し
て
は
、
他
の

黒
帯
地
方
ご
同
じ
く
結
婚
が
溺
年
に
行
は
る
》
こ
ご
で
あ

っ
て
、
通
常
男
子
は
十
五
六
才
女
子
は
十
二
三
才
で
結
婚

す
る
○
而
し
て
何
れ
も
多
産
で
あ
る
が
、
痘
紫
黒
他
の
流

行
病
に
て
死
す
る
者
多
く
、
早
婚
の
割
に
は
子
女
は
鯨
り

書
く
な
い
。
唯
注
意
す
べ
き
は
、
　
謹
製
の
死
亡
生
産
が
我

　
　
　
　
　
　
　
第
・
二
號
　
　
　
二
三
　
（
二
〇
九
U



　
　
　
第
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
瓜
畦
の
氣
候
ε
住
民
の
生
活

國
の
如
く
に
季
飾
に
よ
り
著
し
く
差
異
な
き
こ
ご
で
あ
る

白
面
に
て
は
出
生
傘
は
一
月
乃
至
三
月
の
交
々
も
多
く
、

死
山
し
率
は
一
月
及
び
八
月
置
於
て
最
も
多
き
も
、
爪
畦
に

て
は
各
月
の
出
生
死
亡
共
拳
に
著
し
き
差
が
な
い
、
之
は

恐
く
ば
氣
候
が
上
馬
の
如
く
年
中
鍵
化
少
な
き
こ
ご
が
主

因
ご
思
は
れ
る
。

　
次
に
爪
暁
に
於
け
る
土
人
及
び
訴
人
の
衣
食
住
の
上
に

於
て
五
爵
的
影
響
の
注
意
す
べ
き
も
の
を
畢
ぐ
れ
ば
左
の

如
ぐ
で
あ
る
。

　
風
諭
土
人
の
衣
服
は
上
部
を
裸
膿
若
く
は
年
裸
離
こ
な

す
も
腹
部
及
び
脚
部
は
男
女
共
必
す
下
着
を
着
け
、
誰
ハ
上

に
木
綿
製
の
○
。
舞
。
。
σ
q
を
着
す
、
頭
部
は
叉
布
島
（
宍
”
貯
）
を

以
て
包
む
も
足
部
は
必
ず
徒
跣
で
あ
る
、
此
の
足
部
を
露

出
す
る
こ
ご
は
爪
畦
の
如
き
氣
候
に
在
り
て
は
生
理
上
必

然
の
要
求
で
あ
る
如
く
、
自
入
篭
も
家
居
の
瘍
合
に
は
多

く
は
徒
跣
で
あ
っ
て
僅
か
に
軽
き
上
履
を
履
く
に
過
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
四
　
（
一
＝
○
）

．
い
、
之
は
云
ふ
迄
も
な
く
足
部
の
充
血
す
る
爲
め
に
し
て

予
も
屡
々
其
難
を
畳
ね
π
、
此
に
於
て
丁
付
の
白
人
の
家

に
は
濁
特
の
大
椅
子
（
土
人
の
所
謂
丙
億
邑
訂
鴛
Y
案
出
せ

ら
れ
、
椅
子
の
前
に
腕
木
を
出
し
、
其
木
上
に
足
を
投
げ

出
す
の
で
あ
る
、
我
が
國
俗
が
古
義
椅
子
を
用
み
す
床
上

に
坐
す
る
は
類
似
の
氣
候
的
關
係
か
ら
ご
信
ず
る
。
伺
ほ

爪
暁
に
て
は
温
熱
を
凌
ぐ
方
法
こ
し
て
毎
日
数
回
水
浴
（

嵐
霧
無
）
を
な
す
風
あ
り
、
或
は
水
邉
に
出
　
で
或
は
浴
傷
に

て
之
を
行
ふ
、
　
一
度
之
を
見
れ
ば
我
古
代
風
俗
の
旗
は
此

の
種
の
風
俗
を
轄
化
せ
し
も
の
に
非
ざ
る
か
を
思
は
し
む

る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
爪
選
士
入
の
食
物
は
日
に
通
常
二
回
に
し
て
米
を
主
食

こ
し
食
慾
を
刺
激
す
る
爲
め
固
有
の
香
辛
料
を
加
昧
す
、

此
の
種
の
食
物
は
爪
暁
の
氣
候
に
は
最
も
適
言
せ
る
故
を

以
て
夢
人
等
も
之
に
倣
ひ
、
所
謂
米
料
理
（
空
育
冨
σ
9

を
食
ふ
、
其
食
量
は
士
人
の
一
系
の
米
の
分
量
第
一
封
度



”

四
分
一
な
う
ご
云
へ
ば
我
等
人
よ
り
は
梢
少
な
き
が
如
く

思
は
る
、
反
之
飲
料
は
頗
る
多
量
に
し
て
多
く
は
水
で
あ

る
、
酒
を
用
ふ
る
も
の
は
少
な
く
假
命
用
み
て
も
肝
心
の

如
き
淡
白
の
も
の
で
あ
る
、
水
は
食
卓
は
勿
論
執
務
時
間

申
も
絶
ぬ
す
大
杯
を
側
に
避
き
之
を
飲
用
す
、
此
の
水
を

多
量
に
面
取
す
る
こ
ご
は
疑
も
な
く
風
帯
の
氣
候
に
堪
ゆ

る
一
條
件
に
し
て
往
年
濁
逸
の
コ
ツ
ボ
博
士
は
南
米
の
牛

を
歓
洲
の
夫
ご
比
較
し
共
肉
中
に
在
る
水
分
の
著
し
く
異

な
る
を
知
り
、
之
を
以
て
動
物
が
黒
帯
の
氣
候
に
馴
化
す

る
一
條
件
な
り
ご
諭
せ
し
が
正
し
く
其
の
然
る
べ
き
を
首

肯
せ
し
め
π
o

　
更
に
爪
畦
の
家
屋
を
見
る
に
普
通
土
人
の
家
屋
は
柱
に

竹
或
は
木
を
用
ゐ
、
屋
根
は
塞
冨
椰
子
に
て
芸
く
も
の
も

あ
れ
ざ
も
多
く
は
ラ
プ
ラ
イ
ト
（
ピ
舞
①
簿
①
）
製
の
琵
で
あ

る
、
此
の
屍
の
極
め
て
薄
き
は
此
地
方
の
無
風
の
賜
な
る

べ
し
、
家
の
四
壁
は
竹
を
編
み
だ
る
も
の
を
用
ふ
る
も
窓

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
瓜
嘘
の
氣
候
ε
住
鎚
の
生
活

は
極
め
て
小
な
り
、
光
線
の
入
る
を
防
ぐ
爲
め
な
ら
ん
、

減
し
て
室
内
に
て
炊
事
を
な
す
も
煙
出
し
な
く
煙
を
し
て

室
内
に
充
満
せ
し
め
之
を
以
て
右
心
の
一
法
こ
し
て
居
る

煙
の
利
用
が
朝
鮮
の
温
突
ご
異
な
る
黙
は
面
白
く
威
じ
π

家
屋
の
構
造
は
概
ね
三
棟
よ
り
成
る
、
第
一
棟
は
最
も
前

面
に
脅
り
℃
き
二
〇
零
ご
云
ひ
普
通
の
訪
問
客
を
請
す
る
室

で
あ
る
Q
予
が
見
π
る
は
ジ
ォ
ク
ジ
や
市
の
一
大
官
の
家

な
ぜ
り
し
が
此
の
バ
ン
ド
ポ
の
大
さ
は
約
我
が
二
十
盤
敷
程

も
め
っ
た
、
次
の
棟
は
℃
膏
m
…
曇
〕
云
ひ
定
泊
客
の
霜
め

の
座
敷
な
り
。
而
し
て
最
も
奥
ま
り
π
る
棟
は
○
已
。
ゲ
ご

云
ひ
即
ち
家
人
の
住
居
で
あ
る
、
然
る
に
此
の
三
棟
は
互

に
廊
下
に
て
結
び
付
け
ら
る
、
が
共
標
甚
だ
よ
く
我
紳
魅

の
構
造
ご
相
似
π
る
を
戚
じ
槌
。

　
而
し
て
爪
畦
家
屋
の
構
造
が
署
し
く
他
の
南
洋
諸
島
の

夫
ご
異
る
は
莫
の
床
の
構
造
で
あ
る
、
南
洋
諸
島
の
民
家
・

は
多
く
は
彼
の
代
上
家
屋
に
し
て
床
の
高
さ
四
尺
乃
至
七

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
二
五
（
ご
＝
）



第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
瓜
畦
の
氣
候
ミ
住
民
の
生
活

尺
は
あ
る
に
爪
畦
の
夫
は
全
く
式
を
異
に
し
て
床
は
唯
一

二
尺
高
め
π
る
も
の
に
て
我
國
の
家
の
如
し
、
其
異
な
る

は
土
を
叩
き
堅
め
之
を
以
て
床
こ
し
古
る
こ
ご
で
あ
る
。

斯
く
爪
暁
の
床
の
構
造
の
異
な
る
理
由
に
就
て
は
二
人

0
9
げ
繋
窪
の
薯
は
せ
る
H
”
Φ
ω
囲
＆
。
ω
甥
詮
2
弩
ユ
臥
。
。
＄
に
細
れ

ば
申
世
の
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
の
文
化
の
影
響
な
b
ご
云
ふ
こ

ご
で
あ
る
○
蓋
し
事
實
で
あ
ら
う
、
爪
畦
人
の
家
の
古
式

は
代
上
家
屋
で
め
つ
だ
事
は
今
彼
等
の
邸
内
の
祠
堂
に
は

此
の
式
を
用
ふ
る
こ
ご
、
山
上
に
生
活
し
て
古
俗
を
存
す

る
ス
ン
ダ
人
が
術
ほ
此
の
式
一
の
家
屋
に
補
す
る
こ
ご
で
知

ら
れ
る
、
由
是
観
之
修
身
の
家
屋
な
る
も
の
は
薪
水
交
通

の
利
便
よ
り
到
り
し
式
に
し
て
、
爪
畦
以
外
の
甫
洋
諸
島

民
は
一
は
未
だ
水
上
生
活
を
す
る
こ
ご
遽
か
ら
ざ
る
ご
一

は
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
の
文
明
の
影
響
を
難
く
る
こ
ご
少
な
き

爲
め
に
等
等
内
地
に
住
し
て
も
爾
ほ
其
古
俗
を
守
る
に
過

ぎ
す
、
反
手
爪
唐
人
は
既
に
水
上
生
活
を
棄
て
、
陸
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
二
六
　

（
二
一
二
）

本
櫨
を
貴
き
し
故
共
建
築
法
を
憂
化
せ
し
も
の
な
る
べ
し

ご
威
じ
π
。
．

　
次
に
爪
畦
の
村
落
（
囚
霧
℃
o
詳
。
q
）
の
形
の
上
に
も
勿
論
氣

候
的
印
象
を
認
む
る
こ
ご
が
出
來
る
、
即
ち
彼
地
の
村
落

は
一
般
に
散
村
式
に
し
て
、
一
村
の
人
口
約
三
十
人
乃
至

五
曹
人
に
過
ぎ
ぬ
、
而
し
て
村
落
を
構
成
す
る
民
家
は
概

ね
椰
子
其
他
の
樹
陰
に
作
ら
れ
遠
望
す
れ
ば
村
落
は
一
の

森
ご
見
ゆ
る
程
な
り
、
村
落
の
傾
劃
は
戯
然
ご
は
作
ら
れ

ざ
，
る
も
下
る
村
落
は
竹
の
綱
代
に
よ
り
て
屋
敷
を
匪
劃
し

此
等
が
流
連
り
て
自
然
一
匿
劃
を
な
す
の
で
あ
る
、
此
の

如
き
村
落
は
精
々
密
集
式
に
て
予
は
品
種
の
村
落
を
著
名

な
る
佛
蹟
ボ
ロ
ブ
ー
3
ー
ル
の
附
近
に
認
め
把
、
此
附
近
は

印
度
文
明
の
最
も
よ
べ
浸
染
し
だ
る
地
方
故
或
は
此
種
の

村
落
制
は
外
野
文
化
の
影
響
や
も
知
れ
す
、
又
各
村
落
及

び
都
市
を
通
じ
て
特
殊
の
形
を
作
り
、
又
之
が
氣
候
酌
影

響
ご
見
る
べ
き
も
の
は
ア
〃
ー
ン
ア
〃
ー
ン
（
巴
○
舞
巳
o



舅
）
の
制
で
あ
る
、
之
は
都
市
或
は
村
落
の
馨
中
央
に
在

　
る
廣
場
で
あ
っ
て
多
く
は
大
樹
あ
り
莫
樹
陰
に
或
は
盛
塩

を
開
き
、
或
は
佳
民
訳
義
の
巷
こ
な
る
の
で
あ
る
、
共
檬

隊
洲
の
マ
ー
ッ
ケ
ト
に
酷
似
す
る
も
恐
く
は
肖
然
に
螢
達

し
π
る
も
の
で
あ
ら
う
○
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
更
に
一
般
纒
濟
生
活
ご
氣
候
こ
の
關
係
を
見
る
に
爪
畦

の
冷
温
な
る
氣
候
は
天
産
を
豊
富
な
ら
し
め
、
住
民
は
所

謂
奪
取
繧
濟
（
口
9
虹
σ
～
く
｛
「
け
晒
O
プ
P
津
）
に
の
み
依
頼
し
得
れ

ご
も
氣
候
上
の
天
帝
は
彼
等
に
農
業
を
拗
む
る
、
即
ち
多

雨
な
る
創
め
に
岩
石
の
需
燗
を
促
進
し
火
山
噴
並
物
の
如

き
も
容
易
に
肥
沃
な
る
土
止
ご
化
す
る
。
其
結
果
火
山
の

、
頂
も
耕
地
こ
な
す
こ
ε
が
出
「
架
る
、
中
央
爪
畦
に
於
て
は

此
等
火
山
が
相
並
ん
で
何
れ
も
圓
錐
の
頂
迄
耕
地
の
線
様

に
て
飾
ら
れ
π
る
は
一
の
奇
観
で
あ
る
、
而
し
て
又
其
裾

野
は
骨
藤
の
耕
作
に
適
し
、
爪
畦
の
野
禽
畑
は
環
状
を
な

し
て
火
山
の
麓
を
園
冒
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
巻
　
　
概
　
究
　
　
瓜
畦
の
氣
候
酵
、
住
民
の
生
活

　
此
の
如
く
で
あ
る
か
ら
住
民
の
生
活
は
頗
る
容
易
で
あ

っ
て
從
．
つ
て
一
夫
多
妻
の
風
が
下
敷
の
禁
ず
る
所
に
も
拘

は
ら
す
登
達
す
る
、
キ
ヤ
ン
ベ
川
の
記
す
所
に
よ
れ
ば
爪

畦
の
男
子
が
妻
妾
を
養
ふ
費
用
は
一
グ
月
三
ル
ピ
ー
ハ
三

二
圓
四
十
銭
）
に
て
足
る
ご
云
ふ
、
さ
れ
ば
共
生
見
の
養

育
も
頗
る
廉
で
あ
っ
て
土
人
は
子
生
れ
て
も
之
を
生
活
上

の
覇
絆
ご
考
ふ
る
も
の
一
入
も
な
し
ご
云
ふ
の
を
見
て
も

如
何
に
共
繧
濟
生
潜
か
容
易
な
る
か
が
判
る
・

　
最
後
に
爪
髪
の
氣
候
ご
土
民
の
応
化
こ
の
關
係
並
に
臼

入
の
爪
畦
に
於
け
る
氣
候
馴
化
こ
の
瀾
係
を
述
べ
て
見
π

い
ご
思
ふ
、
青
黛
の
土
人
は
恐
く
は
現
今
同
緯
度
に
位
す

る
熟
苗
地
方
の
土
人
中
尉
も
よ
く
交
化
し
少
く
こ
も
最
も

文
…
明
を
理
解
す
る
者
ご
云
っ
て
よ
か
ら
う
、
叢
れ
一
は
蘭

学
訓
練
の
然
ら
し
む
る
所
ご
は
云
へ
一
は
爪
聖
人
が
比
較

羅
文
化
す
る
素
質
あ
る
爲
め
で
は
あ
る
ま
い
か
、
隊
洲
の

學
者
等
は
熱
帯
の
土
人
が
皆
氣
候
爵
影
響
に
よ
り
跡
労
働
心

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
七
　
（
二
一
三
）



第
二
巻
　
研
究
　
瓜
唆
の
氣
饒
ご
住
民
の
生
活

を
喪
失
し
獺
惰
な
り
ご
説
け
ご
も
、
予
の
親
譲
に
よ
れ
ば

爪
仁
人
に
は
他
の
文
化
國
民
ご
同
じ
く
勢
働
の
正
當
な
る

報
酬
あ
れ
ば
喜
ん
で
働
き
又
事
情
が
許
せ
ば
翻
心
を
も
學

び
得
る
も
の
な
り
ざ
思
は
し
め
た
、
一
入
三
〇
年
以
來
爪

畦
の
総
督
こ
な
り
し
ノ
頻
舞
α
2
切
。
覧
ρ
の
掴
め
沈
る
強

制
耕
作
制
自
身
は
土
人
の
雨
湿
に
饗
し
正
當
な
る
報
酬
を

與
へ
な
か
つ
π
が
之
が
廃
…
せ
ら
れ
π
後
の
爪
畦
は
確
に
其

分
配
が
大
に
公
李
こ
な
つ
π
の
で
之
が
土
人
の
働
く
に
至

つ
セ
原
因
ご
信
ず
る
、
全
面
積
の
五
分
の
四
を
耕
地
こ
す

る
こ
ご
は
土
民
の
自
登
心
を
除
き
て
考
ふ
る
こ
ご
は
出
癖

な
い
の
で
あ
る
。
叉
爪
畦
人
に
好
學
の
風
あ
b
其
三
面
あ

る
こ
ご
滝
講
中
幾
多
の
事
例
に
よ
り
て
深
く
信
じ
泥
の
で

あ
る
。
故
に
此
辺
に
於
て
爪
睦
人
が
氣
候
的
閥
係
に
よ
り

瀬
惰
若
く
は
愚
蒙
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
信
じ
な
い
の
で

あ
る
。

　
爪
嘘
に
於
け
る
臼
歯
が
段
階
如
何
に
氣
候
に
馴
化
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
八
（
二
一
四
）

か
將
來
は
如
何
こ
の
問
題
は
下
意
の
將
來
に
取
り
て
重
要

な
る
問
題
で
あ
る
然
る
に
予
の
見
聞
す
る
所
に
て
は
白
人

の
馴
化
力
は
頗
る
微
弱
で
あ
る
、
抑
も
爪
暁
に
白
人
が
初

め
て
指
を
染
め
し
は
第
十
六
世
紀
の
初
め
で
あ
る
。
今
に

及
ん
で
既
に
四
百
年
の
歳
月
を
維
れ
ざ
も
殆
ん
ざ
馴
化
の

跡
を
見
出
さ
な
い
、
現
今
爪
畦
に
在
る
蘭
人
の
殆
ん
ご
凡

て
は
永
住
の
念
な
く
公
職
に
在
る
も
の
は
恩
給
年
限
に
達

す
る
を
待
ち
窯
業
を
螢
む
も
の
は
競
る
富
を
作
る
ま
で
在

住
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
脇
寺
を
墳
墓
の
地
こ
す
る
も
の
は
蓼

々
把
る
も
の
で
あ
る
、
之
は
必
ず
し
も
軍
に
懐
郷
の
念
忘

じ
難
き
爲
め
で
は
な
く
其
氣
候
に
堪
ぬ
ざ
る
爲
め
で
あ
る

キ
ヤ
ン
ベ
ル
が
永
年
の
爪
畦
生
活
の
實
験
に
よ
れ
ば
白
人

聖
断
が
に
働
く
年
齢
は
二
十
一
二
歳
乃
至
三
十
歳
迄
な
り

ご
云
つ
柁
の
は
至
言
ご
思
ふ
、
少
く
こ
も
此
の
年
齢
の
問

に
來
ち
ざ
れ
ば
馴
化
困
難
で
あ
る
。
而
か
も
多
少
馴
化
し

て
も
働
き
得
る
極
限
は
十
年
間
に
過
ぎ
蹟
の
で
あ
る
。
禰



し
て
此
氣
候
に
貸
し
て
は
大
人
は
樹
ほ
怨
ぶ
べ
し
、
晶
出

、
生
の
児
に
至
り
て
は
多
く
は
生
後
数
年
内
に
詣
る
、
の
で

あ
っ
て
回
れ
が
永
往
を
な
し
難
き
最
大
原
因
ご
云
ふ
こ
ご

も
出
來
る
。

　
斯
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
上
述
の
如
く
白
人
の
此
地
に

來
り
し
よ
り
四
百
年
の
歳
月
を
経
る
に
共
現
在
数
約
七
萬

に
過
ぎ
す
我
邦
人
が
盛
灘
占
領
後
僅
か
に
二
十
年
に
し
て

十
五
萬
人
の
内
地
人
を
数
ふ
に
比
す
れ
ば
其
差
の
大
な
る
．

を
知
る
、
而
し
て
此
事
が
三
三
暁
以
外
の
旧
領
印
度
が
開

回
せ
ざ
る
一
原
因
で
あ
る
、
米
人
ハ
ル
バ
ー
ト
が
最
近
民

族
の
登
展
は
須
ら
く
同
緯
度
の
方
面
な
る
べ
し
ご
云
へ
る

は
白
人
に
取
り
て
は
眞
理
ご
考
へ
ら
る
（
缶
・
塑
缶
巳
σ
。
言
・

智
℃
器
碧
匹
　
國
ω
0
9
2
9
戸
．
図
鑓
鳳
「
9
一
目
訂
　
σ
q
o
夏
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一
〇
団

”
8
0
じ
一
。
く
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δ
℃
日
。
茸
：
ξ
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一
一
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）

　
故
に
爪
甲
に
於
け
る
白
人
の
運
命
は
氣
候
上
よ
り
観
察

す
れ
ば
甚
だ
望
み
少
な
し
ご
云
ひ
得
べ
く
、
調
て
起
る

　
　
，
第
二
巻
　
　
研
究
　
　
二
目
の
氣
候
ε
住
民
の
生
活

題
は
彼
地
に
在
る
他
の
東
洋
諸
人
種
の
氣
候
に
勤
す
る
下

訳
の
研
究
で
あ
る
が
之
は
追
て
編
を
改
め
て
論
ず
る
積
り

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

叢

翫

隠
れ
れ
る
陽
明
學
春
－
淵
岡
山
先
生

交
學
博
士
高
瀬
武
次
郎

　
　
　
　
嗣
、
　
緒
　
　
雷

均
し
く
鴻
儒
だ
b
し
人
も
能
く
旧
時
に
知
ら
れ
又
能
く
後

世
に
偲
は
れ
る
者
ご
、
然
ら
す
し
て
三
時
に
も
顯
達
せ
す

又
寝
世
に
も
傳
は
ら
ざ
る
者
あ
り
、
前
者
を
顯
は
れ
だ
る

偉
人
ざ
謂
へ
ば
後
者
を
隠
れ
た
る
偉
入
ご
謂
つ
べ
か
ら
ん

今
之
を
中
江
藤
樹
先
生
の
門
下
に
就
き
て
考
ふ
る
に
、
淵

岡
山
の
如
き
は
所
謂
隠
れ
仁
る
偉
人
に
し
て
熊
澤
岱
山
の

問
如
き
ぽ
所
謂
顯
は
れ
π
る
偉
人
な
ら
ん
、
藤
門
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
二
九
（
一
＝
五
）


